
  

次 世 代 ⽕ ⼭ 研 究 者 育 成 プ ロ グ ラ ム   

2020 年 度 ⽕ ⼭ 防 災 特 別 セ ミ ナー   
2020 年 10 ⽉ 20 〜 22 ⽇   

阿 蘇 に お い て ⽕ ⼭ 防 災 特 別 セ ミ ナー 

が 開 催 さ れ ま し た   

概 要   

  次 世 代 ⽕ ⼭ 研 究 者 育 成 プ ロ グ ラ ム の ⼀ 環 と し て、 2020 年 10 ⽉ 20 ⽇ か ら 22 ⽇ に か け て 阿 蘇 

に お い て ⽕ ⼭ 防 災 特 別 セ ミ ナー を 開 催 し ま し た。   

  ⽕ ⼭ 防 災 特 別 セ ミ ナー と は、 プ ロ グ ラ ム 受 講 ⽣ と ⽕ ⼭ 防 災 や 監 視 業 務 な ど を 担 う 実 務 者 

が、 ⽕ ⼭ 防 災 施 策 の 現 状 を 理 解 す る と と も に、 災 害 軽 減 を 図 る 効 果 的 な ⽅ 法 を 考 察 す る 機 会 

と し て 開 講 し て い ま す。 ⽕ ⼭ 現 象 や 防 災 に 関 す る 基 礎 的 な 講 義 の 他、 活 ⽕ ⼭ の 巡 検 や 総 合 討 

論 を 約 3 ⽇ 間 で 実 施 し ま す。 2018 年 度 は 雲 仙 岳、 2019 年 度 は 御 嶽 ⼭・ 草 津 本 ⽩ 根 ⼭ を 事 例 

と し て ⽕ ⼭ 防 災 特 別 セ ミ ナー を 開 催 し ま し た。   

  本 年 度 の テー マ は 「多 項 ⽬ 観 測 の ⽕ ⼭ 防 災 へ の 活 ⽤」 の 最 先 端 の 事 例 で あ る 阿 蘇 ⽕ ⼭ を 

フィー ル ド と し て、 「⽕ ⼭ 研 究 者 と 実 務 担 当 者 の 連 携」 を 検 討 す べ く、 ⽕ ⼭ 現 象 に 関 す る 知 

識 の 共 有 や、 実 務 担 当 者 か ら ⽕ ⼭ 研 究 者 へ の 要 望 な ど に 関 す る 議 論 が ⾏ わ れ ま し た。 地 ⽅ ⾃ 

治 体 （ 12 団 体）、 ⺠ 間 企 業 （ 4 企 業）、 国 の 機 関 （ 3 機 関） な ど か ら の 参 加 者、 ⽕ ⼭ 研 究 

者、 プ ロ グ ラ ム 受 講 ⽣ （ 11 名） な ど、 総 勢 47 名 が 参 加 し ま し た。 な お、 本 セ ミ ナー は ⼗ 分 

な 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス 対 策 を 講 じ た う え で 実 施 し ま し た。   
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⽕ ⼭ 現 象 に 関 す る 基 礎 講 義   

  初 ⽇ の 午 前 中 は、 冒 頭 に ⻄ 村 太 志 教 授 （東 北 ⼤ 学） よ り セ ミ ナー の 趣 旨 説 明 を ⾏っ た 後、 

中 川 光 弘 教 授 （北 海 道 ⼤ 学） に よ る 「⽕ ⼭ と ⽕ ⼭ 噴 ⽕ 現 象 の 基 礎」、 ⻄ 村 教 授 に よ る 「⽕ ⼭ 

の 観 測」、 地 引 泰 ⼈ 准 教 授 （東 北 ⼤ 学） に よ る 「社 会 科 学 か ら み る ⽕ ⼭ 防 災」、 ⻄ 出 則 武 特 

任 教 授 （東 北 ⼤ 学・ 元 気 象 庁 ⻑ 官） に よ る 「⽕ ⼭ の 監 視 と ⽕ ⼭ 情 報」 に 関 す る 講 義 を ⾏ い ま 

し た。 各 講 義 の 終 了 後 に は、 講 義 内 容 の 評 価 ア ン ケー ト が 実 施 さ れ ま し た。   

  今 回 の ⽕ ⼭ 防 災 特 別 セ ミ ナー の 講 義 は 「⽕ ⼭ 防 災 実 務 担 当 者 に 知っ て も ら い た い と ⽕ ⼭ 研 

究 者 が 考 え て い る 基 礎 知 識」 を 念 頭 に 講 義 内 容 を 組 み ⽴ て ま し た。 ⽕ ⼭ 研 究 者 と 実 務 担 当 者 

の ニー ズ の す り 合 わ せ を ⾏ う た め、 そ の 講 義 内 容 を 「す で に 知っ て い た か」 と 「わ か り や す 

さ」 に つ い て ア ン ケー ト 形 式 で 評 価 し て も ら い ま し た。   

地 ⽅ ⾃ 治 体 か ら の 業 務 紹 介   
  午 後 は、 地 ⽅ ⾃ 治 体 の 担 当 者 に よ る 業 務 紹 介 を ⾏ い ま し た。   

  今 年 度 の ⽕ ⼭ 防 災 特 別 セ ミ ナー の 業 務 紹 介 は、 ⽕ ⼭ に 関 す る 講 演 の 主 催 や 参 加、 研 修 へ の 

参 加 や、 過 去 の 防 災 訓 練 （参 画 す る ⽕ ⼭ 防 災 協 議 会 が 主 催 で も 可） の 想 定 シ ナ リ オ や 実 施 概 

要 の ま と め を 依 頼 し ま し た。 こ の 依 頼 の 趣 旨 は、 現 状 で 道 県 の ⽕ ⼭ 防 災 担 当 者 が ど の よ う な 

情 報・ 知 識・ 理 解 を もっ て い る の か を 整 理 す る こ と を ⽬ 的 に し ま し た。 ま た、 各 紹 介 で は ⽕ 

⼭ 研 究 者 へ の 期 待 や 要 望 も 御 提 案 い た だ き ま し た。   

  業 務 紹 介 を い た だ い た 団 体 は 以 下 の と お り で す。   

  

・ 北 海 道   総 務 部 危 機 対 策 局   危 機 対 策 課   

・ 宮 城 県   危 機 対 策 課   防 災 対 策 班 （オ ン ラ イ ン 形 式 で 発 表）   

・ 群 ⾺ 県   総 務 部   危 機 管 理 課   危 機 管 理・ 防 災 係   

・ 神 奈 川 県   く ら し 安 全 防 災 局   防 災 部   災 害 対 策 課   

・ ⼭ 梨 県   防 災 局 防 災 危 機 管 理 課   ⽕ ⼭ 防 災 対 策 室   

・ ⻑ 野 県   危 機 管 理 部   危 機 管 理 防 災 課   防 災 係 （オ ン ラ イ ン 形 式 で 発 表）   

・ 岐 ⾩ 県   危 機 管 理 政 策 課   ⼭ 岳 遭 難・ ⽕ ⼭ 対 策 室   ⼭ 岳 遭 難・ ⽕ ⼭ 対 策 係 （⽕ ⼭ 担 当）   

・ 富 ⼭ 県   総 合 政 策 局   防 災・ 危 機 管 理 課   安 全 な ま ち づ く り 班   

・ 熊 本 県   知 事 公 室   危 機 管 理 防 災 課   

・ ⼤ 分 県   ⽣ 活 環 境 部   防 災 局   防 災 対 策 企 画 課     

⺠ 間 企 業 か ら の 話 題 提 供   

  次 に、 ⽕ ⼭ 研 究 ⼈ 材 育 成 コ ン ソー シ ア ム 構 築 事 業 に 参 画 し て い る ⺠ 間 企 業 （ 4 社 ： ア ジ ア 

航 測 株 式 会 社、 株 式 会 社 NTT ド コ モ、 東 京 電 ⼒ ホー ル ディ ン グ ス 株 式 会 社、 九 州 電 ⼒ 株 式 会 

社） よ り、 ⽕ ⼭ 防 災 に 関 連 す る 話 題 提 供 が あ り ま し た。   

  ⽕ ⼭ 防 災 特 別 セ ミ ナー と し て は、 今 回 初 め て ⺠ 間 企 業 に 参 加 し て い た だ き ま し た。 ⺠ 間 企 

業 か ら の 話 題 提 供 で は 「広 域 性」 を 各 社 共 通 の キー ワー ド と し て し て、 緊 急 撮 影、 全 社 的 な 
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災 害 対 応 の 体 制 （態 勢）、 カ ル デ ラ ⽕ ⼭ モ ニ タ リ ン グ な ど に つ い て 話 題 提 供 を い た だ き ま し 

た。   

演 習   

  初 ⽇ の 最 後 は、 次 世 代 ⽕ ⼭ 研 究・ ⼈ 材 育 成 総 合 プ ロ ジェ ク ト   課 題 D3 の 「⽕ ⼭ 災 害 対 策 の 

た め の 情 報 ツー ル の 開 発」 に 関 す る 演 習 を ⾏ い ま し た。 参 加 者 を 対 象 に、 防 災 科 学 技 術 研 究 

所 の 宮 城 洋 介 主 任 研 究 員、 ⼭ 梨 県 富 ⼠ ⼭ 科 学 研 究 所 の 吉 本 充 宏 主 幹 研 究 員、 久 保 智 弘 研 究 員 

に よ る  災 害 発 ⽣ 時 の 対 応 に 関 す る  演 習 が 実 施 さ れ ま し た。  

阿 蘇 に 関 す る 講 義 と 話 題 提 供   

  ⼆ ⽇ ⽬ の 午 前 中 は、 阿 蘇 ⽕ ⼭ に 特 化 し た 講 義 と 話 題 提 供 が ⾏ わ れ ま し た。 ま ず、 宮 縁 育 夫 

教 授 （熊 本 ⼤ 学） に よ る 「阿 蘇 ⽕ ⼭ の 地 質 と 噴 ⽕ 史」、 ⼤ 倉 敬 宏 教 授 （京 都 ⼤ 学） に よ る 

「阿 蘇 ⽕ ⼭ の 観 測」 に 関 す る 講 義 を ⾏ い ま し た。 続 い て、 阿 蘇 市   総 務 部   政 策 防 災 課   防 災 交 

通 係、 気 象 庁   福 岡 管 区 気 象 台 ⽕ ⼭ 監 視・ 警 報 セ ン ター   阿 蘇 ⼭ ⽕ ⼭ 防 災 連 絡 事 務 所、 環 境 省   

阿 蘇 く じゅ う 国 ⽴ 公 園 管 理 事 務 所 よ り、 阿 蘇 ⼭ の ⽕ ⼭ 活 動 の 監 視 体 制 や 防 災 対 策、 環 境 保 全 

や 観 光 と の 関 係 に つ い て の 話 題 提 供 が あ り ま し た。 最 後 に、 午 後 の 巡 検 に 向 け て ガ ス マ ス ク 

の 装 着 ⽅ 法 な ど の 説 明 が あ り ま し た。  

巡 検   

  午 後 は 巡 検 に 出 発 し ま し た。 阿 蘇 ⽕ ⼭ 防 災 会 議 協 議 会 な ど の 関 係 機 関 へ の 許 可 を い た だ い 

た 上 で、 中 岳 ⽕ ⼝ 周 辺 に お い て 巡 検 を ⾏ い ま し た。 ⼤ 倉 教 授、 宮 縁 教 授 に よ る 最 近 の 噴 ⽕ 活 

動 な ど に 関 す る 解 説 に 加 え、 阿 蘇 ⼭ の ⽕ ⼭ ガ ス の モ ニ タ リ ン グ と 避 難 誘 導 体 制 の 説 明 を 受 け 

ま し た。 ま た、 2016 年 噴 ⽕ で 埋 まっ て し まっ た 待 避 壕 を ⾒ 学 し ま し た。 そ の 後、 ⽶ 塚 お よ 

び 上 ⽶ 塚 に 移 動 し、 ス コ リ ア 丘 と い う ⽕ ⼭ 地 形 の 特 徴 を 観 察 し ま し た。 下 ⼭ 後、 熊 本 地 震 の 

震 災 遺 構 で あ る 旧 東 海 ⼤ 学 阿 蘇 校 舎 を ⾒ 学 し ま し た。 最 後 に、 復 旧 ⼯ 事 中 の 京 都 ⼤ 学 ⽕ ⼭ 研 

究 セ ン ター 近 く の 南 阿 蘇 復 興 公 園 に 移 動 し て 露 頭 を 観 察 し、 地 震 発 ⽣ に よ る ⼟ 砂 崩 れ が ⽕ ⼭ 

灰 に 影 響 さ れ て い た と の 説 明 を 聞 き ま し た。   

総 括   

  最 終 ⽇ の 三 ⽇ ⽬ は、 セ ミ ナー の 全 体 を 振 り 返 る 総 括 を ⾏ い ま し た。 ま ず、 プ ロ グ ラ ム 受 講 

⽣ に よ る、 学 ⽣ の 視 点 で の 要 点 整 理 や 所 感 な ど を 班 ご と に 発 表 し ま し た。 ま た、 初 ⽇ の 講 義 

に つ い て の 内 容 評 価 の 集 計 結 果 を 発 表 し、 そ れ を も と に 全 体 的 な 議 論 を ⾏ い ま し た。 さ ら 

に、 セ ミ ナー の 振 り 返 り と 今 後 に 向 け て 議 論 し ま し た。 最 後 に、 ⻄ 出 特 任 教 授 よ り 閉 会 の 挨 

拶 が あ り ま し た。   
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